
検
地
帳
の
分
析
と
階
層
構
成
の
型

－
　
十
七
世
紀
末
期
備
後
国
芦
田
郡
を
事
例
と
し
て

原
　
田
　
誠
　
司

1－

こ
れ
ま
で
筆
者
（
原
田
）
は
、
備
後
国
芦
田
郡
域
に
お
け
る
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
検
地
帳
を
素
材
と
し
て
元
禄
期
の

2

村
落
構
造
を
ほ
ぼ
一
郡
規
模
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
し
て
き
れ
。
芦
田
郡
域
一
八
力
村
の
村
々
の
分
析
を
行
な
い
、
村
落
の
お
か
れ

た
社
会
経
済
的
諸
条
件
等
、
村
そ
の
も
の
の
型
と
階
層
構
成
の
型
と
の
関
連
に
留
意
し
な
が
ら
、
課
題
の
解
明
に
努
め
て
き
た
。

小
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
や
や
視
覚
を
変
え
て
、
こ
の
一
八
力
村
に
み
ら
れ
る
階
層
構
成
の
型
は
、
い
か
な

る
村
落
の
型
と
対
応
し
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
検
地
帳
の
分
析
に
関
わ
っ
て
作
成
し
た
数
々

の
図
表
の
掲
示
は
、
註
川
畑
に
掲
げ
た
計
三
編
の
論
文
に
基
本
的
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
簡
明
な
図
表
の
み
提
示
し
（
表
1
・

3

2
、
図
1
、
図
1
α
、
図
2
α
、
図
2
、
図
3
）
、
ひ
た
す
ら
平
明
な
分
析
に
結
果
す
る
よ
う
に
努
め
た
時
。

二

ま
ず
、
横
軸
に
元
禄
十
三
年
に
お
け
る
各
村
々
の
田
地
率
を
と
り
（
表
2
参
照
）
、
縦
軸
に
持
高
五
石
以
上
一
五
石
未
満
層
の
保

有
石
高
比
（
表
1
C
欄
の
値
）
を
と
っ
て
、
散
布
図
と
し
て
表
し
て
み
よ
う
（
図
1
参
照
、
な
お
縦
軸
は
小
百
姓
・
平
百
姓
の
保
有
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石
高
比
と
し
て
あ
る
。
ま
た
、
表
1
に
み
ら
れ
る
村
々
の
番
号
を
以
下
の
図
等
に
付
加
し
た
。
以
下
同
様
）
。

明
ら
か
に
、
田
地
率
と
小
百
姓
・
平
百
姓
の
保
有
石
高
比
と
の
問
に
は
、
相
関
関
係
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
の
み
な
ら
ず
、
表
1
に
お
け
る
村
番
号
1
～
1
0
の
村
々
　
（
総
じ
て
山
間
部
村
落
）
と
1
1
～
1
8
の
村
々
　
（
平
坦
部
村
落
）
　
は
、

階
層
構
成
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
っ
た
が
、
図
1
で
は
8
（
久
佐
相
｝
と
1
8
（
目
崎
村
）
、
あ
る
い
は
7
（
本
山
村
）
と
1
2
（
町
村
）

の
よ
う
に
、
隣
り
合
っ
て
い
る
組
も
み
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
も
、
田
地
率
の
大
小
は
、
村
落
構
成
の
型
と
ま
っ
た
く
無
関
係
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

も
う
少
し
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
範
囲
を
広
く
と
っ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
特
高
三
石
以
上
五
石
未
満
の
も
の
も
加
え
て
考
え

て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
横
軸
は
図
1
と
同
様
で
あ
る
が
、
縦
軸
は
持
高
三
石
以
上
一
五
石
未
満
層
の
保
有
石
高
比
　
（
表
1
C
欄
＋
D

欄
の
値
、
な
お
縦
軸
は
小
百
姓
・
平
百
姓
全
体
の
保
有
石
高
比
と
し
て
あ
る
）
　
を
と
っ
て
、
同
じ
く
散
布
図
と
し
て
掲
げ
て
み
た

（
図
1
α
参
照
、
但
し
、
こ
こ
で
は
傾
向
を
み
る
の
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
村
番
号
は
併
記
し
て
い
な
い
）
。

こ
こ
で
も
同
様
に
、
両
者
の
問
に
一
次
式
で
い
う
線
形
関
係
は
認
め
が
た
く
、
相
関
関
係
は
や
は
り
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

（
相
関
の
程
度
を
示
す
相
関
係
数
r
に
つ
い
て
は
後
述
。
但
し
、
r
の
説
明
に
は
数
式
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
箇
所
の
み
横
書
き
と

4

し
た
。
ち
な
み
に
、
図
1
に
お
け
る
r
は
〇
・
二
七
三
二
図
1
α
に
お
け
る
r
は
〇
・
〇
三
八
七
九
八
叫
。

こ
こ
で
の
結
論
と
し
て
、
田
地
率
と
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
と
の
間
に
ほ
と
ん
ど
相
関
は
な
い
、
と
み
て
よ
い
の
で
あ

る
。

三

そ
れ
で
は
、
村
落
構
成
の
型
を
規
定
し
う
る
も
の
に
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
こ
で
、
各
村
々
に
お
け
る
平
均
斗
代
（
表
2
の
概
し
斗
代
の
こ
と
）
と
高
一
〇
〇
石
当
た
り
の
持
高
三
石
以
上
一
五
石
未
満
の

実
員
数
（
表
1
C
欄
の
値
）
　
と
の
関
連
を
、
同
じ
く
散
布
図
と
し
て
表
し
て
み
よ
う
　
（
図
2
α
参
照
、
な
お
縦
軸
は
高
一
〇
〇
石
当

た
り
の
小
百
姓
・
平
百
姓
の
数
、
と
し
て
あ
る
）
。

こ
の
図
か
ら
は
弱
い
な
が
ら
も
、
逆
比
例
の
関
係
が
み
て
と
れ
る
。
そ
こ
で
、
相
関
係
数
を
み
て
み
よ
う
。
r
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・

四
八
五
一
九
と
な
り
、
負
の
相
関
が
あ
る
と
み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
逆
比
例
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
相
関
関
係
は
、

因
果
関
係
と
異
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
村
々
の
平
均
斗
代
は
、
歴
史
的
に
も
論
理
的
に
も
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
に
先

行
す
る
か
ら
、
村
々
の
田
畠
に
お
け
る
生
産
力
の
大
小
に
逆
比
例
し
て
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
は
高
ま
る
と
み
て
よ
い

の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
重
大
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
元
禄
期
と
い
う
歴
史
的
段
階
を
踏
ま
え
れ
ば
、
初
期
の
土
豪
百
姓
が
性
格
転
換
を
行
な
い
、

引
き
続
き
大
百
姓
と
し
て
存
在
し
か
つ
勢
力
を
増
大
さ
せ
た
た
め
に
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
た

場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
生
産
力
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
、
百
姓
間
に
分
解
が
お
こ
り
、
新
た
な
大
百
姓
の
出
現
に
対
応
し

て
、
同
じ
く
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
が
低
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

．
．
へ
じ

し
か
し
、
往
年
の
「
小
農
自
立
」
諭
に
従
え
ば
、
生
産
力
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
、
譜
代
下
人
や
家
父
長
制
的
大
家
族
の
も
と
に

あ
る
分
家
百
姓
が
「
自
立
」
し
、
「
小
農
」
構
成
中
心
の
階
層
構
成
に
転
換
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
図
2
α
の
指
し
示
す
事
態
は
、
こ
れ
ら
の
点
と
齢
酷
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
図
2
α
で
は
、
傾
向
を
み
る
た
め
に
村
番
号
を
併
記
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
併
記
す
る
と
、
み
ご
と
に
、
こ
の
一
八

力
村
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
（
図
2
参
照
）
。
し
か
も
そ
れ
が
、
山
間
部
村
落
（
1
～
1
0
）
と
平
坦
部
村
落
（
1
1
～
1
8
）

に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
山
間
部
村
落
の
方
が
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
が
高
い
こ
と
も
明
瞭
に
示
し
て
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い
る
　
（
高
一
〇
〇
石
当
た
り
の
小
百
姓
・
平
百
姓
の
数
が
相
対
的
に
多
い
）
。
　
ま
た
、
図
2
で
は
横
軸
に
平
均
斗
代
を
と
っ
て
い

る
が
、
山
間
部
村
落
の
方
が
、
相
対
的
に
　
「
村
柄
」
が
平
坦
部
村
落
よ
り
も
、
劣
っ
て
い
る
の
は
表
1
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点

も
、
田
畠
に
お
け
る
生
産
力
の
大
小
に
逆
比
例
し
て
、
小
百
姓
・
平
百
姓
の
構
成
的
比
重
が
高
ま
る
事
象
を
補
強
し
て
い
る
。

ま
さ
に
、
村
落
の
置
か
れ
た
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
て
、
階
層
構
成
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

最
後
に
、
時
間
的
に
遡
っ
て
こ
の
関
係
が
成
立
し
う
る
か
い
な
か
、
考
察
し
て
み
よ
う
。
分
析
対
象
と
し
た
一
八
力
村
全
体
に
わ

6

た
っ
て
、
本
来
の
成
立
時
期
が
は
ぼ
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
で
あ
る
「
拝
地
詰
帳
『
が
残
存
し
て
い
れ
ば
、
相
互
比
較
分
析
を
果

．

・

・

た
せ
て
よ
い
の
だ
が
、
残
存
し
て
い
る
の
は
二
力
村
（
久
佐
相
と
目
崎
村
）
に
過
ぎ
な
叛
。

そ
こ
で
、
時
期
的
に
は
、
む
し
ろ
正
保
期
ほ
ど
遡
ら
な
い
が
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
頃
の
役
家
数
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て

0
0

み
た
い
。
同
じ
時
期
の
村
高
も
判
明
す
る
か
ら
、
貞
享
期
に
お
け
る
高
一
〇
〇
石
当
た
り
の
役
家
数
を
Ⅹ
値
と
し
て
、
そ
れ
を
横
軸

に
と
り
、
縦
軸
に
は
元
禄
十
三
年
段
階
に
お
け
る
高
一
〇
〇
石
当
た
り
の
持
高
三
石
以
上
一
五
石
未
満
の
実
員
数
（
表
1
C
欄
参
照
）

を
と
っ
て
、
散
布
図
と
し
て
み
た
　
（
図
3
参
照
）
。

こ
こ
で
は
、
明
瞭
に
正
の
相
関
が
み
て
と
れ
る
。
実
際
↑
は
〇
・
六
二
七
一
五
と
な
り
、
「
か
な
り
正
の
相
関
が
あ
る
」
　
の
は
間

違
い
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
図
申
点
線
で
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
八
力
村
は
み
ご
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
右
上
の

グ
ル
ー
プ
が
村
番
号
1
～
1
0
と
山
間
部
村
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
や
や
左
下
に
1
1
～
1
8
と
平
坦
部
村
落
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し

て
い
る
。

9

以
前
、
Ⅹ
値
と
正
保
期
村
落
に
お
け
る
階
層
構
成
と
の
関
係
を
み
た
こ
と
が
あ
る
姉
、
そ
こ
で
も
Ⅹ
値
の
大
小
と
小
百
姓
・
平
百
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姓
の
構
成
的
比
重
の
大
小
に
は
正
比
例
の
関
係
が
あ
っ
た
。

前
回
の
分
析
は
正
保
期
村
落
と
貞
享
期
の
役
家
数
と
の
関
連
を
み
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
貞
享
期
の
役
家
数
と
元
禄
期

村
落
と
の
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
が
右
記
し
た
よ
う
に
、
正
の
相
関
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
階
層
構
成
の
型
は
、

元
禄
検
地
以
前
、
貞
享
期
に
遡
る
こ
と
と
な
り
、
先
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、
正
保
期
に
遡
る
可
能
性
も
存
在
す
る
の
で
あ
懲

と
も
あ
れ
、
元
禄
期
村
落
を
ほ
ぼ
一
郡
規
模
で
分
析
し
た
と
き
、
村
落
の
置
か
れ
た
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
て
、
階
層

構
成
の
型
が
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
元
禄
期
固
有
の
事
象
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
、
貞
享
期
に
遡
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
す

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
貴
重
な
事
例
研
究
と
考
え
る
。

し
か
も
、
抽
象
度
の
高
い
図
表
を
用
い
て
、
分
析
し
た
方
法
そ
の
も
の
に
も
固
有
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
簡
潔
な
分
析
な
が
ら
、
平
明
な
結
果
を
得
る
に
至
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
、
欄
等
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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（田地率）

図1　田地率と小百姓・平百姓の保有石高比
注）番号は表1の村の番号を指す。
以下同じ。
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図1α　　田地率と小百姓・平百姓全体の保有石高比
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図2α　平均斗代と高100石当たりの小百姓・平百姓の数
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補注　　　　　　以下は、初等統計学の書物にしたがってまとめたものである。

2つの変量ち封の相関関係の度合いを見たものが相関係数rである。

N個の変量X，封の値の組を

（れ，封1），（ズ2，〝2），…（Xi，排），…（ズn，折）

とし、ち封おのおのの平均値をえ諒とすれば、相関係数rは次式で定義される。

n

∑（ズf一文）（排一房）
fコ1

………（彰

このとき、豆＝吉蓋Xf，諺＝吉蓋俳であり、

また亘ズiなどを単に∑Xiと表記することとし、また1＝昔であることを利用桓1

して、①の両辺に1を掛けて整理すれば、

N∑ズ砂－（∑ズi）（∑yi）

佃∑Xi2－（∑裏門佃∑yf2－（∑リ消

………②

となる。ここで（彰式の代数的性格から、

－1≦r≦1が得られる。2つの変量X，封の間に、r≒－1が認められれば、強い

負の相関が看取され、r≒1のとき強い正の相関が看取される。またr≒0のと

き、無欄間とみてとれる。（ただし、ズと封との問に一次式の関係でいう相関はな

い、というのが厳密である）

この相関係数rの意味するところは、絶対値をγとすれば、

0≦r≦0．2　⇔　ほとんど相関がない

0．2≦′≦0．4　⇔　やや相関がある

0．4≦′≦0．7　⇔　かなり相関がある

0．7≦r≦1　⇔　強い相関がある

とみる（勿論、r＞0のとき正の相関、r＜0のとき負の相関である）のが一般的

である。
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註川
　
分
析
対
象
た
る
検
地
帳
は
、
た
と
え
ば
行
勝
村
を
例
と
す
れ
ば
、
元
禄
十
三
年
五
月
「
備
後
国
芦
田
郡
行
勝
村
御
検
地
水
帳
」
が
史
料
名
で
あ
り
、

広
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
文
庫
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
木
野
山
村
分
は
府
中
市
役
所
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
文
庫
』
の
個
々
の
史
料
は
広
島
大
学
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／
デ
ジ
タ
ル
郷
土
図
書
館
に
て
順
次
ネ
ッ

ト
上
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
各
村
「
検
地
帳
」
　
の
分
析
は
、
「
元
禄
十
三
年
各
村
名
寄
表
」
と
し
て
纏
め

ら
れ
た
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。
同
表
は
、
『
府
中
市
史
』
史
料
編
Ⅱ
近
世
編
上
（
府
中
市
役
所
、
一
九
八
八
年
）
　
に
付
表
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
の
細
か
な
事
情
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
検
地
帳
に
お
け
る
屋
敷
持
と
無
屋
敷
登
録
人
－
十
七
世
紀
末
期
備
後
国
芦
田
郡
を
中
心
と
し
て
－
」
（
『
兵

庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
二
巻
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
実
際
の
検
地
は
前
年
に
行
な
わ
れ
た
。

㈲
　
前
註
仙
拙
稿
。
拙
稿
「
元
禄
検
地
帳
に
お
け
る
「
分
附
」
と
「
家
抱
」
－
十
七
世
紀
末
期
備
後
国
芦
田
郡
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
投
稿
中
）
、
同
「
元

禄
期
の
村
落
構
造
－
備
後
国
芦
田
郡
を
中
心
と
し
て
－
」
（
投
稿
中
）
。

㈲
　
表
や
図
の
典
拠
史
料
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
表
1
に
み
え
る
Ⅹ
値
す
な
わ
ち
高
一
〇
〇
石
当
た
り
の
役
家
数
は
、
次
の
二
点
の
史
料
に
よ
り
、

算
出
し
た
も
の
。
貞
享
二
年
「
御
代
宮
口
村
々
家
並
帳
」
（
東
根
・
窪
田
家
文
書
、
『
府
中
市
史
』
史
料
編
Ⅱ
　
二
九
八
八
年
］
七
二
～
八
一
頁
）
。
（
貞

享
二
年
・
仮
題
）
「
福
山
藩
領
村
々
石
高
・
出
入
控
」
（
鵜
飼
・
有
馬
家
文
書
、
『
府
中
市
史
』
史
料
編
Ⅱ
　
［
一
九
八
八
年
］
一
一
〇
～
一
一
九
頁
）
。
同

じ
く
表
1
に
み
え
る
「
村
柄
」
は
元
禄
十
二
年
十
二
月
「
備
後
国
福
山
御
領
卸
検
地
石
盛
窺
帳
」
　
〔
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
池
田
家
文
庫
』
収
載
〕

が
原
拠
史
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
福
山
市
史
』
中
巻
に
収
め
ら
れ
た
第
一
一
四
表
に
拠
っ
て
い
る
。
表
2
の
典
拠
の
一
つ
、
「
芦
田
郡
本
帳
古
検

畝
書
出
帳
」
は
広
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
中
国
五
県
土
地
・
租
税
資
料
文
庫
』
に
収
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
の
数
値
は
表
面
上
、

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
　
の
も
の
と
あ
る
が
、
多
く
の
村
の
場
合
、
実
質
的
に
は
正
保
四
年
（
〓
ハ
四
七
）
　
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
福
山
藩
領
寛
文
十
一
年
拝
地
語
帳
の
成
立
事
情
」
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
七
三
号
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
の
こ
と
。

㈱
　
r
の
値
が
、
〇
・
二
以
上
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
や
や
相
関
が
あ
る
」
と
必
ず
主
張
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
散
布
図
の
在
り
方
も
重
要
な
の
で

あ
る
。

㈲
　
安
良
城
盛
昭
「
太
閤
検
地
の
歴
史
的
前
提
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
六
三
・
二
ハ
四
、
一
九
五
三
年
、
の
ち
同
『
日
本
封
建
社
会
成
立
史
論
』
上
、

に
収
録
）
。
同
「
太
閤
検
地
の
歴
史
的
意
義
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
六
七
、
一
九
五
四
年
、
の
ち
一
部
補
訂
の
上
、
同
『
幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構

造
』
、
に
収
録
）
。
宮
川
満
『
太
閤
検
地
論
』
第
Ⅱ
部
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
七
年
）
特
に
第
一
章
～
第
三
章
。
佐
々
木
潤
之
介
「
近
世
農
村
の
成
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立
」
（
旧
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
一
〇
　
近
世
2
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
　
な
ど
。

㈲
　
拙
稿
「
福
山
藩
領
寛
文
十
一
年
押
地
詰
帳
の
成
立
事
情
」
（
前
出
）
参
照
。

鼎
　
別
稿
「
元
禄
検
地
帳
に
お
け
る
「
分
附
」
と
「
家
抱
」
－
十
七
世
紀
末
期
備
後
国
芦
田
郡
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
投
稿
中
）
参
照
。
そ
こ
で
は
、
具

体
的
に
久
佐
相
と
目
崎
村
の
分
析
を
果
た
し
て
い
る
。

㈲
　
前
註
畑
に
掲
げ
た
二
つ
の
史
料
。

㈱
　
拙
稿
「
近
世
前
期
村
落
の
諸
類
型
－
福
山
藩
領
を
中
心
に
し
て
－
」
（
『
史
学
研
究
』
一
九
三
号
、
一
九
九
一
年
）
。
な
お
、
そ
こ
で
分
析
し
た
村
々

は
、
福
山
藩
領
全
域
か
ら
一
二
力
村
を
抽
出
し
た
も
の
。
今
回
の
分
析
と
芦
田
郡
久
佐
村
・
同
郡
目
峰
村
は
重
な
る
。

㈹
　
註
m
拙
稿
で
は
、
僅
か
二
力
村
の
事
例
分
析
（
久
佐
相
・
目
崎
村
）
　
で
は
あ
っ
た
が
、
本
文
で
述
べ
た
可
能
性
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。


